
大月町子育てプラン 

目指す子ども像  

～志を高く持ち、感動する心、感謝や思いやりの心、人や物を大切にする心

を持った子～ 

・元気で明るいあいさつができる子 

・がまん強く、善悪の判断ができる子 

・将来の目標に向かって努力できる子 

・生命を大切にできる子 

・読書の時間を大切にできる子 

【スローガン】 

・親として子どもの成長を見守りながら子育ての喜びを感じ、共に成長し

よう。 

・家庭・地域・学校・保育所が連携をして、子育てをしよう。 

・「早寝・早起き・朝ごはん」を実践しよう。 

・「元気で明るい子」に育てよう。 

 

２０１９年度大月っ子が目指す姿 

 

                               ☆目を見て聞く（聴く） 

                               ☆考えながら聞く（聴く） 

                               ☆うなずきながら聞く（聴く） 

                               ☆心で聞く（聴く） など 

                               

子育ての道しるべ 
 

0 歳～6 歳（乳幼児）※自己肯定感は 3 才までにできあがる 

基本的な生活習慣づくり 

・あいさつができる。 

・生活リズムを身に付ける。 

・自分のできる手伝いやかたづけをする。 

・三食きちんと食べることができる。 

よりよい人間関係づくり 

・親子でふれあい、一緒に遊ぶ。友達と仲良く遊ぶ。 

・してよいこと、悪いことが分かり、がまんができる。 

・自分の思いを言葉で伝えたり、人の話を聞いたりできる。 

・人に優しくしたり、思いやりの気持ちを持ったりできる。 

 

6 歳～12 歳（小学生） 

基本的な生活習慣づくりが大切 

・自然にあいさつができる。 

・規則正しい生活ができる。 

・家族の一員として手伝いができる。 

・食べることの意味を理解し、好き嫌いなく食べることができる。 

・友達を大切にし、体を動かしてしっかり遊べる。 

よりよい人間関係づくり 

・家族と一緒に話をすることができる。 

・自分のよさや友達のよさに気付くことができる。 

・生命を大切にすることができる。 

・善悪の判断ができる。 

 

12 歳～15 歳（中学生） 

基本的な生活習慣づくりが大切 

・自分から進んで元気に気持ちよくあいさつができる。 

・時間の配分を考えて行動ができる。 

・学校や家庭で自分の分担や役割を考え、責任を果たすことができる。 

・食事の役割を理解し、自分にあった食事ができる。 

よりよい人間関係づくり 

・学校や家庭で将来の夢や目標について話し合うことができる。 

・感謝や思いやりの心を持って、周囲の人や物を大切にできる。 

・生命の尊さを理解し、かけがえのない自分や他人の命を大切にできる。 

・善悪の判断ができ、よりよい行動ができる。 

基本的生活習慣づくりと 

よりよい人間関係づくりが

子育ての核になります！ 

                           


